
アオドウガネ コガネムシ科 

 

街中でもよく見られるコガネムシ

のなかまで、からだはずんぐりと丸

く、緑色で少しつやがあります。

様々な植物を食べ、葉を穴だらけに

してしまいます。 

 

さつえい日：2022年 7月 13日 

  

カナブン コガネムシ科 

 

顔は四角く、からだは緑色～茶色

で、金属のようなつやがあります。

クヌギなどの樹液を食べに集まり

ますが、夜に街灯に集まって来るこ

ともあります。 

 

さつえい日：2021年 8月 10日 

  

シロテンハナムグリ コガネムシ科 

 

カナブンと似た見た目ですが、白い

点々があるのがとくちょうです。樹

液や果実を食べに集まることが多

いです。 

 

さつえい日：2021年 8月 11日 



コアオハナムグリ コガネムシ科 

 

大きさは 1.5cm ほどでシロテンハ

ナムグリより小さく、からだには細

かい毛がはえています。花粉を食べ

るため、花にとまって花粉まみれに

なっているすがたがよく見られま

す。 

 

さつえい日：2022年 5月 5日 

  

キボシカミキリ カミキリムシ科 

 

黄色い点々もようがあるカミキリ

ムシです。幼虫も成虫も、クワやイ

チジクを食べます。藤井寺市はイチ

ジクの木が植えられているところ

が多いので、見つけやすいかもしれ

ません。 

 

さつえい日：2020年 9月 27日 

  

ジョウカイボン ジョウカイボン科 

 

カミキリムシに似ていますが、どち

らかというとホタルに近いなかま

です。初夏によく見られ、肉食性で

他の昆虫を食べます。名前は平清盛

の法名(ほうみょう)からつけられたと言

われています。 

 

さつえい日：2021年 5月 24日 



ナナホシテントウ テントウムシ科 

 

７つの黒いもようがとくちょうの

テントウムシです。アブラムシを食

べる益虫(えきちゅう)として知られてい

ます。 

 

さつえい日：2020年 9月 1５日 

  

ニジュウヤホシテントウ テントウムシ科 

 

２８個の黒いもようがとくちょう

のテントウムシです。ナナホシテン

トウと違って草食性で、ナス科の植

物を食べます。 

 

さつえい日：2020年 9月 1５日 

  

ダンダラテントウ テントウムシ科 

 

ナナホシテントウよりひと回り小

さいテントウムシです。赤いもよう

が２つ、または４つあるものがよく

見られますが、もようは地域により

変化があるようです。 

 

さつえい日：2022年 7月 13日 



モンクチビルテントウ テントウムシ科 

 

ダンダラテントウよりさらに小さ

いテントウムシで、その大きさは 2

～3mm ほどです。４つの黒い丸い

もようがあり、全体に白い細かい毛

がはえているのがとくちょうです。 

 

さつえい日：2022年 8月 10日 

  

ウリハムシ ハムシ科 

 

ハムシは、漢字では「葉虫」と書き、

おもに植物の葉を食べる甲虫(こうちゅ

う)のことをいいます。このハムシは、

名前のとおりキュウリやカボチャ

などのウリ科の植物を食べます。 

 

さつえい日：2022年 7月 15日 

  

キバラルリクビボソハムシ ハムシ科 

 

ツユクサを食べる、るり色のからだ

が美しいハムシです。この写真では

分かりませんが、腹の先が黄色いで

す。 

 

さつえい日：2021年 11月 18日 



セイヨウミツバチ ミツバチ科 

 

日本には、セイヨウミツバチとニホ

ンミツバチの２種類のミツバチが

いますが、お腹がオレンジ色なのが

セイヨウミツバチです。飼育されて

いるものがほとんどで、野生化した

ものはいないと言われています。 

 

さつえい日：2022年 5月 5日 

  

クマバチ（キムネクマバチ） ミツバチ科 

 

胸に黄色い毛がはえている、ずんぐ

りした見た目のハチです。大きいハ

チですが性格はおとなしく、つかま

えようとしないかぎり、さされるこ

とはありません。 

 

さつえい日：2021年 8月 5日 

  

タイワンタケクマバチ ミツバチ科 

 

中国からインドにかけて生息する

クマバチで、2006 年に日本ではじ

めて記録された外来種(がいらいしゅ)で

す。かれた竹に穴をあけて巣を作り

ます。クマバチとちがって全身が黒

く、黄色い毛がはえていません。 

 

さつえい日：2021年 8月 5日 



トモンハナバチ ハキリバチ科 

 

腹に黄色いもようが 10 個あるた

め、名前にトモン（＝十紋）とつい

ていますが、それはメスだけで、オ

スには黄色いもようが12個ありま

す。ヨモギなどの葉の綿毛を集めて

はこび、巣を作ります。 

 

さつえい日：2022年 7月 7日 

  

バラハキリバチ ハキリバチ科 

 

名前のとおり、バラなどの葉を丸く

切り取ってはこび、巣を作ります。

からだの色は黒っぽく、背中に茶か

っ色の毛がはえています。 

 

さつえい日：2022年 7月 13日 

  

フタモンアシナガバチ スズメバチ科 

 

腹に２つの黄色い斑紋(はんもん)があ

ります。この写真は、他の虫をつか

まえて、幼虫に食べさせる肉だんご

を作っているところです。さされる

こともあるので、あまり近づかない

ようにしましょう。 

 

さつえい日：2020年 9月 15日 



セグロアシナガバチ スズメバチ科 

 

日本にすむアシナガバチの中でも

っとも大きく、黄かっ色のもようが

とくちょうです。さされることもあ

るので、あまり近づかないようにし

ましょう。 

 

さつえい日：2023年 9月 12日 

  

コガタスズメバチ スズメバチ科 

 

スズメバチのなかまにさされると

死にいたる場合もあり、とても危険

です。成虫や巣を見かけたら絶対に

近づかないで、その場からそっとは

なれるようにしましょう。 

 

さつえい日：2020年 9月 15日 

  

サトジガバチ アナバチ科 

 

狩りをするハチとして知られ、地面

に穴をほって巣を作り、そこにつか

まえたガなどの幼虫をはこんでた

まごを生みつけます。細長いからだ

がとくちょう的です。 

 

さつえい日：2022年 7月 7日 

キケン! 



ヒメハラナガツチバチ ツチバチ科 

 

ツチバチは、土の中にいるコガネム

シなどの幼虫にたまごを生みつけ

るハチのなかまです。ヒメハラナガ

ツチバチは、腹の黄色いおび状のも

ようと、細かい毛がはえているのが

とくちょうです。 

 

さつえい日：2022年 7月 7日 

  

オオモンツチバチ ツチバチ科 

 

ツチバチのなかまで、背中と腹に黄

色い大きい斑紋(はんもん)があるため、

この名前がつきました。 

 

さつえい日：2022年 7月 7日 

  

コモンツチバチ ツチバチ科 

 

他のツチバチによく似ていますが、

腹のもようがヒメハラナガツチバ

チのようなおび状にならない点や、

オオモンツチバチのような背のも

ようがない点で見分けます。 

 

さつえい日：2022年 7月 7日、 



キンケハラナガツチバチ ツチバチ科 

 

ほかのツチバチとくらべて、毛やは

ねの色が金色がかっているのがと

くちょうです。 

 

さつえい日：2023年 9月 12日 

  

ルリチュウレンジ ミフシハバチ科 

 

１cm くらいの大きさの、光沢のあ

る青っぽい色をしたハバチのなか

まです。ハバチとは、幼虫が植物の

葉を食べるハチのなかまのことで、

ルリチュウレンジの幼虫はツツジ

の葉を食べます。 

 

さつえい日：2020年 9月 15日 

  

カタマルヒラアシキバチ キバチ科 

 

キバチとはハチのなかまのことで、

木の中にたまごを生み、そこから生

まれた幼虫は木を食べて育ちます。

カタマルヒラアシキバチは春に見

られることが多いキバチです。 

 

さつえい日：2022年 5月 5日 



アミメアリ アリ科 

 

3mm ほどの大きさのアリです。決

まった巣を作らず、食べ物がなくな

ると、たまごやさなぎをくわえて運

び、別の場所に引っこしすることが

知られています。 

 

さつえい日：2021年 5月 24日 

  

スキバツリアブ ツリアブ科 

 

ツリアブは、飛びながら空中にとま

っているすがたがつり下げられて

いるように見えるため、その名がつ

きました。スキバツリアブは、黒い

からだに白～黄色っぽい毛が生え

るのがとくちょうです。 

 

さつえい日：2023年 9月 12日 

  

シオヤアブ ムシヒキアブ科 

 

2～3cm ほどの大きさで、ほかの昆

虫をつかまえて食べる肉食性のア

ブです。この写真も、ほかの虫を食

べているところです。オスは、腹の

先に白い毛がはえています。 

 

さつえい日：2022年 7月 7日 



アオメアブ ムシヒキアブ科 

 

シオヤアブと同じく、肉食性のアブ

です。からだは茶かっ色で、目が緑

色なのがとくちょうです。 

 

さつえい日：2022年 7月 7日 

  

ミズアブ ミズアブ科 

 

お腹に黄色いもようがあるのがと

くちょうです。水田やため池などの

水辺の近くにすむアブですが、温泉

にもすむことができるそうです。 

 

さつえい日：2023年 6月 7日 

  

アシナガバエのなかま アシナガバエ科 

 

5mm ほどの大きさのハエのなかま

で、小さいながらも金緑色のからだ

が美しいです。葉の上を早足で歩い

ているすがたがよく見られます。 

 

さつえい日：2022年 7月 13日 



クマゼミ セミ科 

 

日本最大級のセミです。「シャーシ

ャーシャー」と大きい声で鳴きま

す。暖かいところに住むセミで、関

西より南の地域では多く見られま

すが、関東より北の地域では数は少

ないようです。 

 

さつえい日：2021年 8月 5日 

  

アブラゼミ セミ科 

 

茶色いはねのセミです。はねがとう

めいでないセミは、世界的にはめず

らしいようです。「ジーージリジリ

ジリ」と鳴く声が油であげているよ

うな音にきこえるので、アブラゼミ

という名前がついたとか。 

 

さつえい日：2021年 7月 21日 

  

ニイニイゼミ セミ科 

 

大きさが３～４cm くらいと、クマ

ゼミやアブラゼミよりも小さいセ

ミです。はねにはとうめいの部分と

茶色い部分があります。鳴き声は

「チーーージーーー」ときこえま

す。 

 

さつえい日：2021年 7月 14日 



ツクツクボウシ セミ科 

 

その名のとおり、「ツクツクボーシ、

ツクツクボーシ」と鳴くセミです。

木の多い場所にすみ、夏の終わりか

ら秋のはじめにかけて、その声をき

くことが多くなります。 

 

さつえい日：2023年 9月 12日 

  

キマダラカメムシ カメムシ科 

 

２cm ほどの大きいカメムシで、黄

色の点々もようがとくちょうです。

サクラなどの木の幹をよく歩いて

います。 

 

さつえい日：2021年 7月 29日 

  

ブチヒゲカメムシ カメムシ科 

 

触覚（ヒゲ）が白黒のぶちもようで

あることからこの名前がつきまし

たが、からだのふちにも白黒のぶち

もようがあります。マメ科やキク科

植物のしるをすいます。 

 

さつえい日：2020年 9月 1５日 



マルカメムシ マルカメムシ科 

 

5mm ほどの大きさの、茶色くて丸

いカメムシです。くさいにおいを出

すことで知られていますが、自分の

においが原因で死んでしまうこと

もあるようです。植物のクズが好物

です。 

 

さつえい日：2022年 7月 13日 

  

ホソヘリカメムシ ホソヘリカメムシ科 

 

茶色くて細長いカメムシです。うし

ろ足が長く、飛ぶすがたはハチに似

ています。 

 

さつえい日：2022年 5月 5日 

  

ホソハリカメムシ ヘリカメムシ科 

 

1cm くらいの大きさで、イネ科の

植物のところでよく見られます。胸

のところから、左右にトゲが出てい

るのがとくちょうです。 

 

さつえい日：2020年 9月 3日 



ヒメマダラナガカメムシ マダラナガガメムシ科 

 

赤と黒のもようがきれいなカメム

シです。個体(こたい)により、赤い部

分のほうが広かったり、黒い部分の

ほうが広かったり、もように変化が

あるようです。 

 

さつえい日：2021年 11月 18日 

 


